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骨
簡
易
マ
ザ
1
ズ
ホ

1
ム
の
設
置
お
よ
下
ヶ
戸
六
番
か
ら
二
十
六
番
ま
で
の
市
さ
れ
ま
す
り

ぴ
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
蕊
道
の
一
部
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
⑧
市
民
の
消
資
生
活
の
安
定
お
よ
び
向

(

可

決

)

骨

東

葛

中

部

地

区

総

合

開

発

事

務

組

合

上

を

確

保

す

る

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
問
所
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
(
可
決
)
(
継
続
)

に
伴
い
、
簡
易
7
ザ
i
ズ
ホ
l
ム
を
同
事
務
組
合
で
共
同
処
理
す
る
卓
務
に
消
費
生
活
行
政
肉
体
系
的
な
続
備
に

セ
ン
タ
ー
に
移
し
ま
し
た
。
精
神
薄
弱
者
更
生
地
設
を
加
え
る
こ
と
よ
っ
て
、
我
孫
子
市
民
的
消
従
者
と
し

骨
市
留
民
僅
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
な
り
ま
し
た
ロ
て
の
利
益
を
守
り
、
大
き
く
し
て
ゆ
く

(

可

決

)

骨

(

仮

称

)

市

立

並

木

小

学

校

新

築

工

た

め

、

提

案

さ

れ

ま

L
P

、

老
人
福
祉
法
に
よ
る
老
人
ホ
l
ム
な
事
の
楕
負
に
つ
い
て
(
可
決
)
し
か
し
、
県
下
初
の
条
例
化
と
い
う

骨
市
職
員
定
数
条
例
一
部
改
定
(
可
決
)
し
、
見
舞
金
の
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
ど
に
収
容
さ
れ
て
い
る
方
で
、
一
定
的
骨
市
立
久
寺
家
中
学
校
の
増
築
工
事
の
こ
と
で
、
ま
だ
審
議
や
視
察
な
ど
研
究

昭
和
五
十
五
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
は
、
六
月
十
人
口
増
に
伴
う
行
政
の
議
官
の
復
維
、
骨
市
立
小
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
世
所
得
に
達
し
て
い
を
い
万
に
対
し
、
悶
筒
負
に
つ
い
て
(
可
決
)
の
余
地
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
止
図
的

一

日

か

ら

二

十

七

日

ま

で

凋

か

れ

ま

し

た

o

多
様
化
に
対
処
す
る
た
め
、
市
長
の
事
正
(
可
決
)
民
健
康
保
険
被
保
険
者
向
適
用
を
除
外
骨
市
公
共
下
水
道
事
構
審
雄
会
長
側
の
定
例
会
ま
で
継
続
と
な
り
ま
し
た
ロ

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
務
部
局
内
職
員
を
五
百
八
す
人
か
ら
六
こ
の
条
例
中
、
第
四
小
学
校
、
白
山
す
る
基
準
を
設
け
る
た
め
提
案
さ
れ
ま
制
定
に
つ
い
て
(
可
決
)
以
上
、
第
二
型
正
例
会
で
可
決
議

す

る

条

例

、

市

民

交

通

災

害

見

舞

金

支

給

条

例

の

一

部

百

二

十

人

に

改

め

る

な

ど

の

改

正

を

行

中

の

住

所

が

住

居

表

示

の

変

更

に

伴

い

し

た

ロ

下

水

道

使

用

料

や

受

益

者

負

担

金

な

続

こ

さ

れ

た

も

の

の

中

か

ら

抹

枠

し

を

改

正

す

る

条

例

の

制

定

な

ど

十

五

議

案

が

山

山

さ

れ

、

な

い

ま

し

た

。

改

め

・

り

れ

ま

し

た

。

霊

巾

道

路

線

の

一

部

廃

止

に

つ

い

て

ど

の

適

正

化

を

は

か

り

、

よ

り

目

全

な

て

説

明

い

た

し

ま

し

た

。

市

民

の

消

費

生

活

の

安

定

お

よ

び

向

上

を

確

保

す

る

条

骨

市

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

(

可

愛

m
修

学

資

金

貸

付

基

金

の

設

置

お

よ

(

可

決

)

事

業

運

営

を

行

う

た

め

、

新

し

く

我

孫

こ

の

他

、

専

決

処

分

の

報

告

お

よ

び

例
が
次
回
定
例
会
に
審
議
継
続
と
な
っ
た
ほ
か
は
全
て
決
)
住
民
一
覧
表
を
榔
覧
に
な
る
場
合
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
問
か
ら
無
償
譲
与
を
受
け
る
た
め
、
子
市
公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
が
設
置
承
認
な
ど
六
つ
の
撃
手
あ
り
ま
し
た
ロ

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

一

人

に

つ

き

百

円

で

あ

っ

た

の

を

、

七

(

可

決

)

「

I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-ー
ー

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
-十
ー

-
-
J
I
l
-
-ノ

ま

た

、

こ

の

定

例

会

の

冒

頭

、

渡

辺

藤

正

市

長

か

ら

月

一

日

士

一

一

十

円

に

値

下

げ

ま

し

だ

言

語

情

勢

を

考

え

て

高

校

一

渡

辺

市

長

の

市

政

一

般

報

告

一

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
消
費
者
行
政
、
自
然
公
⑧
市
民
交
通
災
害
見
舞
金
支
給
条
例
の
程
度
月
額
六
千
円
か
り
一
万
円
に
、
大

f
i
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
L

園

な

ど

に

つ

い

て

の

市

政

一

般

報

告

が

な

さ

れ

ま

し

た

。

一

部

改

正

(

可

決

)

学

月

稼

一

万

円

か

ら

二

万

円

に

引

き

上

骨

身

体

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

l
に
つ
い
の
消
費
生
活
の
安
定
お
よ
び
向
上
を
確
争
土
地
区
画
勘
案
理
事
揖
に
つ
い
て

災

害

見

舞

金

的

支

給

の

範

闘

を

拡

大

げ

ら

れ

ま

し

た

。

て

保

す

句

会

長

例

案

を

提

案

い

た

し

ま

し

た

。

我

孫

子

訳

北

口

土

地

区

函

紫

理

事

業

H

こ
の
た
び
機
能
回
復
制
捕
を
す
る
理
争
志
賀
直
哉
邸
跡
地
利
用
と
史
跡
文
学
に
つ
い
て
は
、
起
伏
散
し
い
軟
弱
地
盤

学
療
法
土
が
確
保
で
き
ま
し
た
の
で
、
遊
歩
道
設
定
計
函
案
に
つ
い
て
で
あ
る
た
め
、
安
全
対
策
工
法
と
し
て
、

週
二
図
的
訓
練
日
を
も
っ
け
、
よ
り
政
志
賀
邸
跡
地
の
利
用
法
に
つ
き
ま
し
土
質
詞
査
と
、
軟
弱
地
盤
の
技
術
解
析

極
的
に
訓
捕
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
て
は
、
志
賀
邸
内
当
時
の
状
況
を
で
き
な
ど
を
実
擁
し
て
、
今
後
円
施
行
計
画

争
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
に
つ
い
て
る
だ
け
再
現
し
、
記
念
公
固
と
し
て
、
を
た
て
事
業
向
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

我
孫
子
市
・
拍
市
・
流
山
市
-
沼
南
広
く
一
般
市
民
に
開
放
す
る
考
え
で
あ
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
で
構
成
し
て
い
る
東
葛
中
部
地
区
稔
り
ま
す
固
ま
た
、
文
字
、
歴
史
の
探
究
中
峠
土
地
区
商
整
理
事
曹
に
つ
い
て
、

合
開
発
協
議
会
に
お
い
て
、
こ
の
地
設
と
郷
土
立
識
の
高
持
を
図
る
た
め
、
市
今
年
度
は
地
区
内
の
排
水
工
事
を
進
的
、

を
、
本
市
に
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
内
に
散
在
す
る
各
種
の
文
化
山
産
今
」
む
昭
和
五
十
八
年
度
を
造
成
工
事
の
完
了

ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
の
開
設
を
自
民
邸
と
連
結
さ
せ
、
市
民
が
健
全
な
レ
年
度
と
し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

標
に
、
関
係
各
市
町
内
規
約
改
正
の
拝

F
/

リ
エ

l
ン
ヨ
ン
と
し
て
活
用
で
き
る
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
事
曜
に

務
手
続
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ょ
う
仁
、
史
跡
文
学
遊
宇
道
を
建
設
す
つ
い
て

金

廃

棄

物

の

処

理

問

題

る

与

え

て

あ

り

ま

す

。

今

年

度

の

予

定

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

調
売
会
内
審
議
の
中
で
、
執
行
部
よ
争
自
然
公
富
田
整
儀
に
つ
い
て
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
権
者
に
説
明

り
七
月
…
日
か
ら
一
部
モ
デ
ル
地
区
を
県
立
印
脂
手
幻
自
然
公
副
に
つ
き
ま
会
を
開
催
し
、
事
業
化
へ
と
努
力
し
て

設
定
し
、
分
別
収
集
万
式
と
集
問
回
収
し
て
は
、
子
山
口
沼
お
よ
び
周
辺
町
自
然
ま
い
り
ま
す
。

方
式
の
こ
と
お
り
の
万
式
を
実
験
的
に
を
守
り
、
訟
い

33 

瓦
称
並
木
小
、
久
寺
家
中

新
、
増
築
工
事
請
負
契
約
締
結

ー
十
四
議
案
可
決
、
消
費
生
活
条
例
は
継
続
に
i

私

た

ち

の

ま

ち

我

孫

子

市

は

、

き

る

七

月

一

日

に

市

制

十

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

そ

の

記

念

事

業

の

一

っ

と

し

て

、

市

民

の

手

で

、

ま

ち

づ

く

り

の

イ

メ

ー

ジ

と

目

標

と

な

る

よ

う

な

「

市

民

憲

章

」

を

制

定

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

七

月

七

日

に

は

寸

市

民

の

手

に

よ

る

、

市

民

の

た

め

の

市

民

憲

章

を

制

定

し

て

い

こ

う

」

と

い

う

市

長

の

提

唱

を

受

け

、

市

民

の

代

表

三

十

六

名

に

よ

る

「

市

民

憲

章

制

定

協

議

会

」

が

発

足

し

ま

し

た

。

第

一

図

自

の

会

合

で

は

、

制

定

の

方

法

が

話

し

合

わ

れ

、

広

く

市

民

の

皆

さ

ん

か

ら

寸

市

民

憲

章

文

し

を

募

る

こ

と

が

決

ま

り

ま

し

た

。

応

募

さ

れ

た

中

の

憲

章

文

や

ま

ち

づ

く

り

の

イ

メ

ー

ジ

を

土

台

に

、

市

民

憲

章

制

定

協

議

会

で

検

討

し

、

十

一

月

三

日

(

文

化

の

日

)

に

発

表

す

る

こ

と

を

目

標

に

、

作

業

を

進

め

て

ま

い

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

市

民

の

皆

き

ん

に

、

よ

り

深

〈

ご

理

解

い

た

だ

く

た

め

、

「

市

民

憲

章

特

集

L

を

広

報

臨

時

号

と

し

て

七

月

二

十

五

日

に

発

行

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

市

民

憲

章

の

意

議

や

市

民

憲

章

の

例

な

と

の

内

容

を

感

り

込

み

ま

す

の

で

、

ぜ

ひ

ご

参

考

に

し

て

ご

応

募

下

さ

い

。

我

孫

子

市

市

民

憲

章

制

定

協

議

会

応
募
白
方
法

〔
内
容
〕

我
揚
子
市
町
将
来
像
で
あ
る
「
田
園

教
育
文
化
都
市
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
市

民
的
合
言
葉
と
な
る
よ
う
な
文
章
や
こ

と
ば
を
ご
提
案
下
き
い
。

た
と
え
ば
、
「
人
間
性
豊
か
な
教
養

を
高
め
る
」
「
録
申
た
か
な
蝿
土
を
守

り
ま
し
ょ
う
L

「
市
民
と
し
て
自
覚
と

責
任
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
」
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
イ
メ
ー
ジ
の
文
章
を
ご
提
案
下
さ

い
。
ま
た
、
完
成
さ
れ
た
文
章
で
な
く

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
回

百
(
応
募
資
格
〕

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
か
、
お
勤
め

の
方(応
募
方
法
〕

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
較
業
を
記
入

の
う
え
、
(
区
制
は
が
き
ま
た
は
封
書
で

ご
応
募
下
さ
い
。
教
は
限
定
L
ま
せ
ん
。

〔
応
募
の
し
め
き
り
〕

八
月
二
十
日
(
当
日
消
印
有
効
)

〔
あ
て
先
及
び
問
い
合
せ
先
〕

我
孫
子
市
我
綿
子
一
八
五
八
番
地

我
孫
子
市
役
所
内

市
民
窓
寧
制
定
協
議
会
事
務
局

官
会
l
一
一
一
一
(
内
線
一
一
一
一
)

… 
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骨
簡
易
マ
ザ
1
ズ
ホ

1
ム
の
設
置
お
よ
下
ヶ
戸
六
番
か
ら
二
十
六
番
ま
で
の
市
さ
れ
ま
す
り

ぴ
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
蕊
道
の
一
部
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
⑧
市
民
の
消
資
生
活
の
安
定
お
よ
び
向

(

可

決

)

骨

東

葛

中

部

地

区

総

合

開

発

事

務

組

合

上

を

確

保

す

る

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
問
所
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
(
可
決
)
(
継
続
)

に
伴
い
、
簡
易
7
ザ
i
ズ
ホ
l
ム
を
同
事
務
組
合
で
共
同
処
理
す
る
卓
務
に
消
費
生
活
行
政
肉
体
系
的
な
続
備
に

セ
ン
タ
ー
に
移
し
ま
し
た
。
精
神
薄
弱
者
更
生
地
設
を
加
え
る
こ
と
よ
っ
て
、
我
孫
子
市
民
的
消
従
者
と
し

骨
市
留
民
僅
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
な
り
ま
し
た
ロ
て
の
利
益
を
守
り
、
大
き
く
し
て
ゆ
く

(

可

決

)

骨

(

仮

称

)

市

立

並

木

小

学

校

新

築

工

た

め

、

提

案

さ

れ

ま

L
P

、

老
人
福
祉
法
に
よ
る
老
人
ホ
l
ム
な
事
の
楕
負
に
つ
い
て
(
可
決
)
し
か
し
、
県
下
初
の
条
例
化
と
い
う

骨
市
職
員
定
数
条
例
一
部
改
定
(
可
決
)
し
、
見
舞
金
の
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
ど
に
収
容
さ
れ
て
い
る
方
で
、
一
定
的
骨
市
立
久
寺
家
中
学
校
の
増
築
工
事
の
こ
と
で
、
ま
だ
審
議
や
視
察
な
ど
研
究

昭
和
五
十
五
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
は
、
六
月
十
人
口
増
に
伴
う
行
政
の
議
官
の
復
維
、
骨
市
立
小
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
世
所
得
に
達
し
て
い
を
い
万
に
対
し
、
悶
筒
負
に
つ
い
て
(
可
決
)
の
余
地
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
止
図
的

一

日

か

ら

二

十

七

日

ま

で

凋

か

れ

ま

し

た

o

多
様
化
に
対
処
す
る
た
め
、
市
長
の
事
正
(
可
決
)
民
健
康
保
険
被
保
険
者
向
適
用
を
除
外
骨
市
公
共
下
水
道
事
構
審
雄
会
長
側
の
定
例
会
ま
で
継
続
と
な
り
ま
し
た
ロ

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
務
部
局
内
職
員
を
五
百
八
す
人
か
ら
六
こ
の
条
例
中
、
第
四
小
学
校
、
白
山
す
る
基
準
を
設
け
る
た
め
提
案
さ
れ
ま
制
定
に
つ
い
て
(
可
決
)
以
上
、
第
二
型
正
例
会
で
可
決
議

す

る

条

例

、

市

民

交

通

災

害

見

舞

金

支

給

条

例

の

一

部

百

二

十

人

に

改

め

る

な

ど

の

改

正

を

行

中

の

住

所

が

住

居

表

示

の

変

更

に

伴

い

し

た

ロ

下

水

道

使

用

料

や

受

益

者

負

担

金

な

続

こ

さ

れ

た

も

の

の

中

か

ら

抹

枠

し

を

改

正

す

る

条

例

の

制

定

な

ど

十

五

議

案

が

山

山

さ

れ

、

な

い

ま

し

た

。

改

め

・

り

れ

ま

し

た

。

霊

巾

道

路

線

の

一

部

廃

止

に

つ

い

て

ど

の

適

正

化

を

は

か

り

、

よ

り

目

全

な

て

説

明

い

た

し

ま

し

た

。

市

民

の

消

費

生

活

の

安

定

お

よ

び

向

上

を

確

保

す

る

条

骨

市

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

(

可

愛

m
修

学

資

金

貸

付

基

金

の

設

置

お

よ

(

可

決

)

事

業

運

営

を

行

う

た

め

、

新

し

く

我

孫

こ

の

他

、

専

決

処

分

の

報

告

お

よ

び

例
が
次
回
定
例
会
に
審
議
継
続
と
な
っ
た
ほ
か
は
全
て
決
)
住
民
一
覧
表
を
榔
覧
に
な
る
場
合
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
問
か
ら
無
償
譲
与
を
受
け
る
た
め
、
子
市
公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
が
設
置
承
認
な
ど
六
つ
の
撃
手
あ
り
ま
し
た
ロ

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

一

人

に

つ

き

百

円

で

あ

っ

た

の

を

、

七

(

可

決

)

「

I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-ー
ー

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
-十
ー

-
-
J
I
l
-
-ノ

ま

た

、

こ

の

定

例

会

の

冒

頭

、

渡

辺

藤

正

市

長

か

ら

月

一

日

士

一

一

十

円

に

値

下

げ

ま

し

だ

言

語

情

勢

を

考

え

て

高

校

一

渡

辺

市

長

の

市

政

一

般

報

告

一

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
消
費
者
行
政
、
自
然
公
⑧
市
民
交
通
災
害
見
舞
金
支
給
条
例
の
程
度
月
額
六
千
円
か
り
一
万
円
に
、
大

f
i
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
L

園

な

ど

に

つ

い

て

の

市

政

一

般

報

告

が

な

さ

れ

ま

し

た

。

一

部

改

正

(

可

決

)

学

月

稼

一

万

円

か

ら

二

万

円

に

引

き

上

骨

身

体

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

l
に
つ
い
の
消
費
生
活
の
安
定
お
よ
び
向
上
を
確
争
土
地
区
画
勘
案
理
事
揖
に
つ
い
て

災

害

見

舞

金

的

支

給

の

範

闘

を

拡

大

げ

ら

れ

ま

し

た

。

て

保

す

句

会

長

例

案

を

提

案

い

た

し

ま

し

た

。

我

孫

子

訳

北

口

土

地

区

函

紫

理

事

業

H

こ
の
た
び
機
能
回
復
制
捕
を
す
る
理
争
志
賀
直
哉
邸
跡
地
利
用
と
史
跡
文
学
に
つ
い
て
は
、
起
伏
散
し
い
軟
弱
地
盤

学
療
法
土
が
確
保
で
き
ま
し
た
の
で
、
遊
歩
道
設
定
計
函
案
に
つ
い
て
で
あ
る
た
め
、
安
全
対
策
工
法
と
し
て
、

週
二
図
的
訓
練
日
を
も
っ
け
、
よ
り
政
志
賀
邸
跡
地
の
利
用
法
に
つ
き
ま
し
土
質
詞
査
と
、
軟
弱
地
盤
の
技
術
解
析

極
的
に
訓
捕
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
て
は
、
志
賀
邸
内
当
時
の
状
況
を
で
き
な
ど
を
実
擁
し
て
、
今
後
円
施
行
計
画

争
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
に
つ
い
て
る
だ
け
再
現
し
、
記
念
公
固
と
し
て
、
を
た
て
事
業
向
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

我
孫
子
市
・
拍
市
・
流
山
市
-
沼
南
広
く
一
般
市
民
に
開
放
す
る
考
え
で
あ
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
で
構
成
し
て
い
る
東
葛
中
部
地
区
稔
り
ま
す
固
ま
た
、
文
字
、
歴
史
の
探
究
中
峠
土
地
区
商
整
理
事
曹
に
つ
い
て
、

合
開
発
協
議
会
に
お
い
て
、
こ
の
地
設
と
郷
土
立
識
の
高
持
を
図
る
た
め
、
市
今
年
度
は
地
区
内
の
排
水
工
事
を
進
的
、

を
、
本
市
に
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
内
に
散
在
す
る
各
種
の
文
化
山
産
今
」
む
昭
和
五
十
八
年
度
を
造
成
工
事
の
完
了

ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
の
開
設
を
自
民
邸
と
連
結
さ
せ
、
市
民
が
健
全
な
レ
年
度
と
し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

標
に
、
関
係
各
市
町
内
規
約
改
正
の
拝

F
/

リ
エ

l
ン
ヨ
ン
と
し
て
活
用
で
き
る
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
事
曜
に

務
手
続
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ょ
う
仁
、
史
跡
文
学
遊
宇
道
を
建
設
す
つ
い
て

金

廃

棄

物

の

処

理

問

題

る

与

え

て

あ

り

ま

す

。

今

年

度

の

予

定

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

調
売
会
内
審
議
の
中
で
、
執
行
部
よ
争
自
然
公
富
田
整
儀
に
つ
い
て
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
権
者
に
説
明

り
七
月
…
日
か
ら
一
部
モ
デ
ル
地
区
を
県
立
印
脂
手
幻
自
然
公
副
に
つ
き
ま
会
を
開
催
し
、
事
業
化
へ
と
努
力
し
て

設
定
し
、
分
別
収
集
万
式
と
集
問
回
収
し
て
は
、
子
山
口
沼
お
よ
び
周
辺
町
自
然
ま
い
り
ま
す
。

方
式
の
こ
と
お
り
の
万
式
を
実
験
的
に
を
守
り
、
訟
い

33 

瓦
称
並
木
小
、
久
寺
家
中

新
、
増
築
工
事
請
負
契
約
締
結

ー
十
四
議
案
可
決
、
消
費
生
活
条
例
は
継
続
に
i

私

た

ち

の

ま

ち

我

孫

子

市

は

、

き

る

七

月

一

日

に

市

制

十

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

そ

の

記

念

事

業

の

一

っ

と

し

て

、

市

民

の

手

で

、

ま

ち

づ

く

り

の

イ

メ

ー

ジ

と

目

標

と

な

る

よ

う

な

「

市

民

憲

章

」

を

制

定

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

七

月

七

日

に

は

寸

市

民

の

手

に

よ

る

、

市

民

の

た

め

の

市

民

憲

章

を

制

定

し

て

い

こ

う

」

と

い

う

市

長

の

提

唱

を

受

け

、

市

民

の

代

表

三

十

六

名

に

よ

る

「

市

民

憲

章

制

定

協

議

会

」

が

発

足

し

ま

し

た

。

第

一

図

自

の

会

合

で

は

、

制

定

の

方

法

が

話

し

合

わ

れ

、

広

く

市

民

の

皆

さ

ん

か

ら

寸

市

民

憲

章

文

し

を

募

る

こ

と

が

決

ま

り

ま

し

た

。

応

募

さ

れ

た

中

の

憲

章

文

や

ま

ち

づ

く

り

の

イ

メ

ー

ジ

を

土

台

に

、

市

民

憲

章

制

定

協

議

会

で

検

討

し

、

十

一

月

三

日

(

文

化

の

日

)

に

発

表

す

る

こ

と

を

目

標

に

、

作

業

を

進

め

て

ま

い

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

市

民

の

皆

き

ん

に

、

よ

り

深

〈

ご

理

解

い

た

だ

く

た

め

、

「

市

民

憲

章

特

集

L

を

広

報

臨

時

号

と

し

て

七

月

二

十

五

日

に

発

行

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

市

民

憲

章

の

意

議

や

市

民

憲

章

の

例

な

と

の

内

容

を

感

り

込

み

ま

す

の

で

、

ぜ

ひ

ご

参

考

に

し

て

ご

応

募

下

さ

い

。

我

孫

子

市

市

民

憲

章

制

定

協

議

会

応
募
白
方
法

〔
内
容
〕

我
揚
子
市
町
将
来
像
で
あ
る
「
田
園

教
育
文
化
都
市
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
市

民
的
合
言
葉
と
な
る
よ
う
な
文
章
や
こ

と
ば
を
ご
提
案
下
き
い
。

た
と
え
ば
、
「
人
間
性
豊
か
な
教
養

を
高
め
る
」
「
録
申
た
か
な
蝿
土
を
守

り
ま
し
ょ
う
L

「
市
民
と
し
て
自
覚
と

責
任
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
」
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
イ
メ
ー
ジ
の
文
章
を
ご
提
案
下
さ

い
。
ま
た
、
完
成
さ
れ
た
文
章
で
な
く

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
回

百
(
応
募
資
格
〕

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
か
、
お
勤
め

の
方(応
募
方
法
〕

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
較
業
を
記
入

の
う
え
、
(
区
制
は
が
き
ま
た
は
封
書
で

ご
応
募
下
さ
い
。
教
は
限
定
L
ま
せ
ん
。

〔
応
募
の
し
め
き
り
〕

八
月
二
十
日
(
当
日
消
印
有
効
)

〔
あ
て
先
及
び
問
い
合
せ
先
〕

我
孫
子
市
我
綿
子
一
八
五
八
番
地

我
孫
子
市
役
所
内

市
民
窓
寧
制
定
協
議
会
事
務
局

官
会
l
一
一
一
一
(
内
線
一
一
一
一
)

… 
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a
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天
王
台
獄
中
需
欄
お
よ
び
来
殺
孫
子
駅

間
同
液
晶
地
区
内
住
田
柏
市
高
奈
は
、
実
幽
暗
然
的

表
示
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
ま
い

培
ま
し
た
が
‘
ニ
め
た
び
布
市
織
ん
献
で

務
緩
め
絞
殺
、
次
め
と
お
り
決
策
事
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
サ
し
ま
十
。

な
お
雫
災
泌
総

ι対
す
る
紫
綬
的
鱗

求
に
つ
い
て
は
、
去
る
ん
ハ
何
月
三
十
日
、

(2) 

殺
孫
子
お
繁
栄
緋
閉
附
凶
十
問
問
時
制
に
よ
り
そ

の
て
ん
東
海
会
淡
い
た
し
ま
し
た
n

aw
爽
綴
滋
綾
部
制
町
名
お
よ
び
新
餌
聞
枠

制
判
的
凶
め
と
お
り

@
実
線
湾

総
お
五
十
五
年
十
一
月
一
日(叶
庶
務
課
)

後
地
問
滋
繁
鵠
慨
を
議
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
開
明
和
五
十
お
年
六
月
二
十
七
呂
第

一
一
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司
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廿
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潟
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仇
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絞

ιm

eφ 
。
パ
ス
の
濁
行

@
阪
市
思
パ
ス

γ七
月
十
九
日
市
役
所
机
閉
山
聞
は
午

前
削
九
時
ま
で
平
常
ど
お
り
縦
約

午
前
九
時
以
隙
…
小
紋
肉
ゑ
俄

内
総
帥
聞
は
併
協
ど
お
り

マ
七
月
一
一
十
日
市
借
目
的
絞
め
は
金

八
坂
神
社
祭
礼
の
た
め

交
通
規
制
七
丹
十
九
e

自
動
車
内
部
で
第
十
五
分
留
(
日
秀
地

区
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
a

第
+
五
分
間
は
、
五
年
連
絞
優
勝
で

す
。
ま
た
、
小
型
内
部
で
様
勝
し
た
鱗

i
T
m
悶
品
川
間
関
は
、
七
月
二
十
一
日
一
日
に
行
れ

る
千
綴
添
市
幼
織
法
大
脅
に
、
ふ
巾
代
淡

で
協
議
し
ま
寸
ι

こ
れ
は
、
…
的
年
に

は
取
扱
い
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
e

掛
詳
細
は
‘
法
訪
本
部
予
磁
器
部
へ

E
(
八
郎

)
O
一
一
九

一
消
防
館

一
消
防
操
法
大
会

去
る
、
六
月
十
五
詰
制
尚
北
小
学
校
々

附
胞
で
拙
倒
防
閉
山
削
除
機
仲
間
大
会
が
蜘
聞
か
れ
へ

小
仰
の
紛
で
線
十
m
関

分

州

出

(

ふ

筋

肉

柚

端

氏

)

(

消

防

本

郎

)

潤

盟

少

年

機

導

員

醐

盟

活

動

開

始

P

一
世
年
内
非
行
は
、
年
勾
増
加
し
、
仮
非
竹
内
皐
榊
崩
発
見
、

h
y
年
を
取
り
巻
く

年
鈴
化
也
恕
時
四
多
様
化
を
肱
明
け
て
い
ま
察
後
め
帯
化
を
め
ざ
し
て
、
活
動
す
る

す

。

こ

と

に

な

り

ま

L
た。

そ
こ
て
、
県
警
で
は
地
担
ぐ
る
み
の
我
糸
子
市
内
議
尋
自
民
一
は
、
高
品
博
道

非
行
妨
止
活
動
忠
義
逃
す
る
た
め
、
出
晴
氏
、
浮
叫
勝
彦
氏
、
松
島
秘
氏
、
訪
山
…

ド
て
川
闘
い
臼
名
町
民
間
協
力
者
号
、
タ
年
勝
義
沃
め
綴
名
で
す
ゐ

出
閉
咋
誌
と
L
て
長
官
樹
、
し
ま
L
た
。
み
な
さ
ん
の
こ
筏
カ
を
お
附
聞
い

L
ま

紛
器
管
内
は
、
一
十
五
名
で
…
拍
帆
前

察官術品
Y

年揃叩市神
M

問
必
縁
仏
尉
い
を
仙
時
点
叫
し
、

総
斑
鳩
徐
そ
の
似
の
路
線
明
、
午
約
九

時
以
前
的
絞
綿
子
駅
角
川
関
付
与
は
減

目
刊
し
ま
す
が
、
中
前
九
時
か
ら
午
後

十
時
ま
で
は
‘
す
べ
て
東
我
託
子
市
相

出
暗
殺
議
に
よ
り
運
行
と
な
る
子
宏
、

@
湖
東
鉄
道
パ
ス

⑧ ⑧⑨⑨  ⑧ 
e鎖
。
凪
七
月
二
ト
火
器
、

@
議
繕
湖
北
町
山
市
殺
μ
貯金

襲
撃
意
。
や
め

門

v
-
V
M

例月一…
L
g
a
ハn
u

午
紛
十
，
時
か
ら

かγ
後
十
時

マ
七
H

月
一
…
す
乞
口
口
午
約
九
時
か
、
り
午

す
七
狗
丹
f
九
mM

…
平
常
ど
お
り

マ
七
丹
一
一
J
t
n
n

午
約
十
時
か
ら
午

後
九
時
三
心
分
ま
で
は
鈴
木
山
臨
本
版

総
発
藩
と
な
り
ま
す
が
、
十
二
時
五

。
分
発
‘
十
一
一
一
時
五
五
分
発
、
マ
一
四

時
開
間
五
分
発
は
市
母
体
に
な
っ
ま
す
。

一f
七
Mm

後
十
時
ま
で

淡
つ
つ
じ
殺
を
刷
判
然
す
る
み
な
各
ん
へ

-
J
M
M
円
二
十
六
円
問
、
一
十
七
径
は
、
機

北
ま
つ
り
的
た
め
ゆ
九
時
間
出
パ
ス
は
抑
制
必

駅
出
閉
口
が
給
品
引
耐
と
主
り
ま
寸
υ

川
崎
わ
時
制
は
蛮
り
ま
ぜ
ん
』

34 
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(3) 

を
組
事
な
い
よ
う
に
次
の
注
意
を
よ
く

'
h
p
崎
町
J

，Jh
Fト
JJ

内
す
っ
て
く
だ
幸
い
。

誠
司
盟
醐
醐
鶴
町
鑓
欝
醐
噛

A
M
M喝
ま
た
、
お
践
的
方
も
「
正
し
い
滋
び

必
瞳
聾
留
〆

|
}
H
h
、
万
」
を
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

品
観
l

M

4
議
醐
醐
暗
闇
翻
醐
・
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
必
ず
縫
ぷ

・
花
火
に
姿
い
て
あ
る
滋
ぴ
方
を
よ
く

例

制

刺

引

引

っ

て

読

ん

で

、

必

ず

?

究

交
通
安
全
教
室
‘
人
や
脚
部
に
向
け
な
い
。
換
え
や
す
い

一
混
然
み
山
市
内
交
議
事
故
を
防
ぐ
た
め
‘
も
の
の
あ
る
場
所
で
畿
は
な
い
。

子
供
会
を
対
象
に
、
交
通
安
全
教
塗
を
象
た
〈
哲
λ
内
花
火
に
一
度
に
大
を
つ

行

い

ま

す

。

け

な

い

e

あ
な
た
の
§
治
会
で
も
、
ぜ
日
憎
し
‘
水
を
同
市
窓
す
る
。

込
ん
で
く
だ
さ
い
6

・
花
火
を
ほ
ぞ
し
て
、
滋
ぶ
こ
と
は
山
地

⑧

内

容

対

に

し

な

い

a

-
十
六
ミ
リ
ワ
イ
ル
ム
に
よ
る
暁
窓
会
・
耽
お
し
も
の
、
輪
開
も
の
花
火
は
大
が

号
交
議
紫
援
の
お
綴
消
、
え
て
も
附
間
的
中
を
の
ぞ
か
な
い
。

場

持

品

掛

勝

・

花

火

や

み

巾

ケ

ン

ト

に

入

れ

な

い

a

-
殺
議
語
的
、
一
週
間
前
ま
で
に
申
L

-
一
止
し
い
紋
讃
に
火
を
つ
け
る
包

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

擬

お

も

ち

ゃ

花

火

的

安

会

議

場

吋

S
F
い

・
対
象
先
輩
を
十
名
以
上
緩
め
て
〈
だ

γ8555タ
の
あ
る
も
の
で
万
…
機
欽
が
お

き
い
a

き
た
場
合
は
、
性
出
火
を
絞
っ
た
お
践
に

・
地
泥
青
年
齢
陣
な
ど
が
後
り
ら
れ
る
よ
連
詩
を
し
ま
し
ょ
う
e

た
だ
し
、
使
い

う
、
各
自
治
会
で
手
緩
舎
を
行
っ
て
く
方
が
怒
っ
た
り
、
本
人
的
過
失
、
不
注

だ

幸

、

意

に

よ

る

機

合

は

、

明

間

後

き

れ

ま

せ

ん

議
事
L
議
先
市
役
所
室
耳
対
策
緩
め
そ
、
使
用
車
や
注
意
事
警
守
つ

党
議
録
導
何
時
宮
内
線
三
一
ニ
O

て
く
だ
き
い
。

叫

配

ぶ

刻

刻

詑

大

」

の

浴

料

締

本

州

部

μ

ま
し
い
滋
ぴ
方
犬
に
よ
る
危
害
防
止
対
策

雪

量

に

は

‘

手

引

引

川

人

枠

内

間

同

出

気
の
あ
る
吋
お
も
み
り
や
筏
点
い
が
売
り
@
飼
い
全
部
職
職
務
戸
地
リ
ら
な
け
れ
ば
な

治
容
れ
て
い
ま
す
俗
吋
お
も
ち
ゃ
花
火
」
ら
な
い
こ
と
}

で
も
倫
相
料
は
大
義
で
す
。
事
故
や
ケ
汀
・
胤
品
叫
附
(
ん
時
竿
…
回
出
}

，
付
税
品
人
抑
制
予
防
波
糾
問
(
毎
年
一
一
回
一
)
人
が
間
山
1

行

し

ま

し

ょ

ー

で

九

千

町

内

で

一

グ

口

ス

の

四

分

の

一

蚤

去

る

旬

開

日

か

ら

中

前

日

制

iT
由
同
年
を
家
や
氏
?
?
の
み
企
さ
ん
や
、
出
家
の
方

‘
欲
し
紛
い
は
、
同
盟
も
夜
も
禁
止
き
れ
(
安
全
対
拍
車
線
)
を
脚
購
入
す
る
よ
う
佃
相
談
者
に
申
し
入
れ
…
綴
郊
が
為
げ
て
日
射
も
強
〈
気
滋
も
か
ん
家
内
務
総
は
、
一
度
に
ど
っ
と
一
紀
念
し
て
市
民
会
館
で
、
地
域
緩
由
民
幾
々
、
ま
た
人
生
な
か
ば
て
戦
犯
や
続
出
凡

で

い

字

句

引

引

官

に

ご

き

て

き

た

。

一

勉

に

あ

が

る

こ

れ

か

ら

丹

季

節

は

、

サ

か

ん

2
2、ま
た
、
五
七
十
郷
土
手
こ
町
年
輪

L撃
事

れ

さ

れ

た

華

や

肉

親

義

つ

ま

そ

ネ
裂
な
子
犬
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
淡

j
i
l
l
iい
そ
こ
で
業
者
に
符
し
‘
ク
リ
ー
ン
グ
一
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
、
経
リ
ン
ザ
六
兆
か
い
だ
け
で
な
〈
妥
協
主
ゃ
か
ら
，
ま
ん
べ
…
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
は
主
令
指
然
し
て
き
{
文
化
に
逃
絡
が
何
怖
い
小
々
々
が

経
、
去
勢
手
前
期
を
し
て
く
だ
岱
勺
経
年
つ
ゆ
ど
き
は
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
オ
フ
制
度
を
説
明
し
脚
締
約
江
必
ず
る
一
ど
う
、
梅
干
花
設
な
ど
の
花
木
が
殺
事
ん
な
〈
鉢
土
に
本
を
注
事
‘
鉢
畿
の
孔
一
十
間
同
年
を
む
か
え
ま
し
た
が
、
そ
の
紀
構
土
や
家
め
い
持
制
ワ
、
本
と
し
て
駅
間
年
火

舗
犬
に
は
、
し
つ
け
が
必
一
擦
で
す
G

ゃ
、
即
時
外
転
洛
棋
品
叫
が
多
批
判
~
し
辛
す
a

ょ
う
要
綴
し
た
と
こ
ろ
後
民
恋
愛
が
一
の
た
め
の
花
響
分
化
織
を
滋
え
る
大
切
か
ら
水
が
流
れ
出
る
ま
で
か
ん
本
し
ま
一
念
行
事
を
た
ん
な
る
い
料
脇
市
ハ
ソ
行
事
に
終
拐
に
依
存
さ
れ
マ
き
れ
に
も
め
を
、
ぞ
れ
わ

。

犬

の

ぞ

い

綴

い

方

ス

ワ

ゾ

ブ

霊

長

ぐ

に

は

、

適

正

制

誤

差

暴

れ

霊

長

し

、

重

一

な

雪

、

乾

か

し

警

る

と

差

の

っ

て

一

ら

せ

る

こ

と

な

く

、

霊

的

我

孫

子

の

の

均

二

二

降

雪

警

を

一

得

て

罰

・
食
物
(
食
べ
銭
L
U
M
そ
の
ま
ま
に
せ
な
車
湾
総
綴
〈
議
議
潜
行
♂
数
の
半
分
を
間
引
き
絞
っ
て
い
ア
た
。
一
善
が
慾
く
な
号
ま
す
。
神
間
{
打
な
ど
T
駒
郡
核
や
知
人
に
か
ん
本
一
線
申
士
官
民
る
こ
と
に
よ
っ
て
浸
在
円
相
科
さ
れ
て
い
草
す
。
そ
れ
ら
は
筏
孫
十
市

ず
、
す
ぐ
に
絞
り
晶
体
主
¥
支
器
は
い
つ
例
え
ば
、
締
法
務
O
J
で
実
行
す
る
場
ハ
ク

i
qン
グ
オ
フ
制
制
度
仁
つ
い
て
v
一
銭
円
抑
制
水
や
納
骨
に
絵
絡
に
一
番
多
い
争
徐
州
制
す
る
時
は
、
か
ん
本
町
要
領
を
一
滋
争
中
市
左
前
災
然
活
を
み
つ
め
蕊
し
、
山
務
総
セ
ン
タ
ー
の
遜
去
五
年
災
い
い
わ

も

ゆ

例

刷

聞

に

)

合

約

一

六

U
μ
)

を
漂
う
こ
と
が
大
切
で
叫
閉
山
間
援
刊
で
の
分
割
前
一
購
入
の
終
約
は
一
本
M
W
れ
に
よ
る
炎
}
践
を
し
な
い
よ
う
に
災
拍
子
ν

な
が
ら
、
よ
く
説
明
し
て
た
的
…
納
付
紫
色
主
主
ょ
う
と
い
う
意
向
附
の
も
と
ト
い
る
勾
自
主
調
査
で
即
時
四
哲
れ
時
一
問
機

本
円
い
つ
も
清
潔
な
子
宮
、
一
昨
丘
小
九
ま
た
、
ブ
レ

i
品
、
は
、
閉
会
躍
に
か
一
定
的
条
件
の
も
と
で
‘
解
約
す
る
と
一
し
ま
し
ょ
う
6

L

り
が
き
に
し
ま
す

3

7

ぃ
、
方
代
か
ら
夜
代
に
わ
た
る
6

…
況
の
議
め
ん
々
と
円
相
T
M
内
総
船
に
縦
一
昨
ゆ
り

間

出

は

号

変

え

ま

し

ょ

う

)

け

ま

し

ょ

う

。

と

が

で

き

ま

す

B

そ
の
際
、
間
賠
償
金
時
、
一

b
H
V

込

式

、

‘

‘

コ

一

ム

断

言

一

玄

室

d

聞
き
れ
、
時
代
撃
と
ら
れ
出
品
さ
れ
て
い
ま
寸
し
そ
め
立
山
脈

夫

会

〈

時

々

犬

雲

中

高

講

義

警

が

費

や

す

く

な

り

与

の

ぞ

違

約

金

な

ν

ミ
3
5
2一
信

く

を

カ

尾

一

し

て

は

こ

れ

ま

で

に

な

い

護

的

画

期

で

室

長

g
p
g

し
ま
し
ょ
う

)

2

で

的

支

漁

民

会

会

事

せ

ん

E

一

l
L臆
本
や
盆
栽
の
か
ん
水

i
i
一
的
な
歴
史
疑
心
な
っ
芝
い
ま
す
ひ
ま
ン

j
重
工
市
民
研
究
者

e

運
動
(
絡
詩
吋
敢
然
一
測
は
、
散
世
に
一
昨
で
行
っ
て
く
だ
き
い
。
し
か
し
、
ヰ
フ
し
た
制
度
を
利
用
用
、
す
一
か
え
本
に
楠
ゆ
っ
水
は
、
井
一
一
戸
本
か
本
か
ん
水
音
俊
勝
で
き
な
い
時
は
、
受
一
と
が
滋
め
市
俊
樹
さ
ん
円
主
的
合
作
で
す

つ

れ

似

し

ま

し

ょ

う

}

(

安

全

対

策

課

)

る

ニ

ど

め

な

い

よ

う

消

費

者

一

人

ひ

と

一

滋

的

水

を

水

号

つ

な

ど

に

混

ん

で

お

い

殺

に

本

を

入

れ

て

、

こ

の

中

に

鉢

を

入

一

命

代

鰻

仙

鴨

川

で

人

魚

を

送

っ

た

人

々

の

残

し

落

〈

火

に

と

っ

て

錦

主

主

控

司

輔

副

部

端

端

制

J
…
の
が
震
に
ぞ
浅
草
に
な
る
ニ
と
よ
て
霊
長
じ
ぐ
ら
い
に
し
返
る
と
れ
襲
か
ん
ホ
を
す
る
よ
う
に
し
ま
よ
会
雲
南
町
遺
跨
か
ら
義
き
た
資
料
だ
け
で
な
く
葉
支
霊

主
て
で
す

)

F

M

M

h

μ

目
前
開
悦
忠
大
切
で
す
。
一
緩
め
ゑ
努
や
警
に
量
的
で
す
カ
、
芝
、
輸
晴
天
や
小
雨
で
も
外
出
す
る
と
一
れ
た
土
器
な
と
の
遺
物
で
君
主
で
し
た
文
化
人
や
、
秀
れ
た
才
畿
支
部
し

誠

一

相

係

鎚

所

衛

生

潮

具

の

務

開

削

販

売

の

ト

ラ

γ
ル
ま
た
、
市
役
続
本
庁
τ

各
市
況
紛
内
議
一
…
般
に
は
、
そ
の
ま
ま
繁
フ
め
が
後
議
き
は
、
か
ん
木
を
ゑ
ら
な
い
よ
つ
に
し
一
お
ぬ
ヘ
当
時
的
生
活
や
然
総

ι使
紛
さ
越
え
ず
り
巣
立
っ
た
務
名
人
的
m
k科
も

品
会
図
七
二
六
台
ニ
ス
五
五
〈
稲
田
陣
内
容
v

口
に
訪
問
販
売
に
総
?
る
パ
ン
ブ
レ
ッ
一
で
、
梓
土
忽
震
め
よ
が
ら
脅
い
紛
や
ま
し
ょ
う
。
一
れ
た
多
様
乏
擦
な
市
明
治
ぬ
が
陳
列
き
れ
問
問
時
仁
一
展
示
し
て
い
ま
す
。
綴
納
治
五

配

劇

糾

配

潜

び

詰

塁

で

ス

キ

ン

子

2
5
L罪
し

で

あ

り

ま

ず

の

せ

章

一

鉢

去

量

的

下

っ

た

夕

方

な

ど

童

書

〈

会

簿

一

;

主
l
…
一
七
(
繭
一
て
い
ま
す

3
5‘
あ

ま

り

知

ら

れ

て

郎

喜

多

袴

話

緊

-

童

映

j
e
l
-
-
f
iを
分
総
柑
購
入
す
る
総
約
を
し
た
D

く
だ
さ
い
径
一
一
ど
本
淑
の
緩
め
少
な
い
約
タ
に
、
か
ん
工
会
館
内
)
盟
八
開
閉
i
六
八
九
四
一
い
な
い
然
滋
絞
殺
伶
緩
め
効
ま
り
か
ら
氏
兄
弟
内
線
部
制
倒
的
籾
鉄
、
ど
樹
、
川
、
l

今

年

も

す

で

に

、

水

遊

び

に

よ

る

事

し

か

し

、

去

に

反

対

さ

れ

た

の

で

懇

一

李

37Uしま
す
。

Z
2
5
A雪
、

妻

言

者

苧

ナ

l
r
f
Z室
、
『
利
熔
川

故
一
が
品
純
然
L
て
い
ま
す
。
隠
滅
叫
縮
小
、
間
禁
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ

h

A

C

-

3

;

¥

j

'

fた
ち

が

言

葉

主

主

主

義

に

主

じ

ら

れ

な

い

青少年善行賞

湖北中学校生詫会表彰される

五
H

月
三
十
一
日
に
、
防
本
主
回
日
日
会
め

間附肋間五
i
v
h
部
俊
背
中
'
年
善
行
設
の
表

(
溜
エ
議
}

る者 いい 1なら十を議金を脅 2ご し古s1;.5 
与のこま磁のい部訂末、年減 1主的も必jたで式
公的す境滋とかっ助~くにヰ仁し燦千枚。 4胡 1，'
が栄治。美締いらてけ夜一結中てよ録中 北
必 i盤動 fととうま各合 1事成学いで通語学 中明
書室 I専が 治ゴ警警守;$: ~-~緩き校まで歩後 4史 学 'o
的二 重急三 E主税 L務燃れ生すイ合成 校持
161続 三主やでたた約五玉、後 3 ト年五手 当主
幸之上食 事費""、ち o 主どL;，会 ブ健主言 語草
に;ニ主揺 を重プラ i胡のまど‘飛は ノレ会は きま 4子
会没iJl:ヲン北住た丹波、守 l脊‘ がれ
l} 'sl.と にな駅む、返級一減 少試去 後
まう毒死 rrと了棟地怒栓そf' f1l利 年擦る 草堂閉
して平lj つ骨肉域和活経滅的 裁選二 し体
たい瑚 て検 1潟か五重言葉善幸子 甚大汚 まの

〈工芸部務総辺コ泊~

間「川

議めか~'tJ，:1 
にたにごこ…一…一二二二二二二戸

水の中の芭界後見ょう

〈用意‘ずるるの〉

.~圭かん〔ジ~.-A 紛ミ，レヤ)
・tj、ん拐υ・ビュートチω ブ。
:室長高差1fLをち

都

中
世
・
日
曜
役
・
叶
ぽ
代
欄
鯛

ニ
エ
で
は
織
品
目
時
代
か
い
つ
明
治
大
玄

間
町
如
刊
に
渋
る
、
約
八
百
年
間
的
歴
史
的

資
料
が
後
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
品

約
多
く
は
ゆ
市
内
的
寺
筏
や
神
社
、
村

代
以
は
、
六
・
七
年
前
に
中
市
民
公
災
前
州

が
中
心
と
な
っ
て
、
市
内
約
終
裁
の
土

燃
や
天
井
市
世
や
前
日
織
に
ホ
サ
ω

リ
を
か
ぶ

り
ぼ
っ
て
い
た
も
の
務
総
紘
却
し
、
こ
れ

ま
で
限
絞
し
て
い
た
も
の
で
す
タ
孜
町
時

F

十
に
脚
制
中
市
伐
の
読
が
相
馬
散
に
押
し
寄
せ

る
は
ん
ぬ
タ
し
隣
ま
で
、
日
常
的
生
活

や
労
務
に
後
場
き
れ
縫
し
ま
れ
て
い
た

も
円
で
す
。
山
寺
士
良
パ
之
ル
で
は
、
チ
W
H

m
利
回
出
川
、
品
開
放
古
学
校
‘
統
合
、

頭
山
、
雄
総
場
な
ど
を
中
心
に
務
拐
の

は開
f
金
対
比
部
品
市
総
計
上
て
い
ま
す
e

機
会
紘
一
則
聞
は
、
七
月
一
一
0
8
ま
で
で

す
α

M

W

桝
同
に
守
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

、ヲ
J
M
O
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(3) 

を
組
事
な
い
よ
う
に
次
の
注
意
を
よ
く

'
h
p
崎
町
J

，Jh
Fト
JJ

内
す
っ
て
く
だ
幸
い
。

誠
司
盟
醐
醐
鶴
町
鑓
欝
醐
噛

A
M
M喝
ま
た
、
お
践
的
方
も
「
正
し
い
滋
び

必
瞳
聾
留
〆

|
}
H
h
、
万
」
を
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

品
観
l

M

4
議
醐
醐
暗
闇
翻
醐
・
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
必
ず
縫
ぷ

・
花
火
に
姿
い
て
あ
る
滋
ぴ
方
を
よ
く

例

制

刺

引

引

っ

て

読

ん

で

、

必

ず

?

究

交
通
安
全
教
室
‘
人
や
脚
部
に
向
け
な
い
。
換
え
や
す
い

一
混
然
み
山
市
内
交
議
事
故
を
防
ぐ
た
め
‘
も
の
の
あ
る
場
所
で
畿
は
な
い
。

子
供
会
を
対
象
に
、
交
通
安
全
教
塗
を
象
た
〈
哲
λ
内
花
火
に
一
度
に
大
を
つ

行

い

ま

す

。

け

な

い

e

あ
な
た
の
§
治
会
で
も
、
ぜ
日
憎
し
‘
水
を
同
市
窓
す
る
。

込
ん
で
く
だ
さ
い
6

・
花
火
を
ほ
ぞ
し
て
、
滋
ぶ
こ
と
は
山
地

⑧

内

容

対

に

し

な

い

a

・
十
六
ミ
リ
ワ
イ
ル
ム
に
よ
る
暁
窓
会
・
耽
お
し
も
の
、
織
も
の
花
火
は
大
が

号
交
議
紫
援
の
お
綴
消
、
え
て
も
附
間
的
中
を
の
ぞ
か
な
い
。

場

持

品

掛

勝

・

花

火

や

み

巾

ケ

ン

ト

に

入

れ

な

い

a

-
殺
議
語
的
、
一
週
間
前
ま
で
に
申
し
・
一
止
し
い
紋
讃
に
火
を
つ
け
る
包

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

擬

お

も

ち

ゃ

花

火

的

安

会

議

場

吋

S
F
い

・
対
象
先
輩
を
十
名
以
上
緩
め
て
〈
だ

γ8555タ
の
あ
る
も
の
で
万
…
機
欽
が
お

き
い
a

き
た
場
合
は
、
性
出
火
を
絞
っ
た
お
践
に

・
地
泥
青
年
齢
陣
な
ど
が
後
り
ら
れ
る
よ
連
語
を
し
ま
し
ょ
う
e

た
だ
し
、
使
い

う
、
各
自
治
会
で
手
緩
舎
を
行
っ
て
く
方
が
怒
っ
た
り
、
本
人
的
過
失
、
不
注

だ

幸

、

意

に

よ

る

機

合

は

、

明

間

後

き

れ

ま

せ

ん

議
事
L
議
先
市
役
所
室
耳
対
策
緩
め
そ
、
使
用
車
や
注
意
事
警
守
っ

党
議
録
導
何
時
宮
内
線
三
三
O

て
く
だ
き
い
。

叫
配
ぶ
刻
U
川

詑

大

」

の

九

鴻

品

納

骨

鉱

労

ま
し
い
遊
び
方
刻
料
利
引
が
攻
防
止
対
策

雪

量

に

は

‘

チ

訂

引

川

人

枠

内

間

同

出

気
の
あ
る
円
お
も
み
り
や
筏
点
い
が
売
り
⑬
飼
い
全
部
職
職
務
h

守
ら
な
け
れ
ば
な

山
副
書
れ
て
い
ま
す
俗
吋
お
も
ち
ゃ
花
火
」
ら
な
い
こ
と
}

で
も
綴
料
は
大
義
で
す
。
事
故
や
ケ
f

・
胤
品
供
、
か
時
竿
…
回
出
}

椙田嘗

&臨

，
付
税
品
人
抑
制
予
防
波
糾
問
(
毎
年
一
一
回
一
)
人
が
間
山
1

行

し

ま

し

ょ

ー

で

九

千

町

内

で

一

グ

口

ス

の

四

分

の

一

蚤

去

る

旬

開

日

か

ら

中

前

日

制

iT
由
同
年
を
家
や
氏
?
?
の
み
企
さ
ん
や
、
出
家
の
方

‘
欲
し
紛
い
は
、
同
盟
も
夜
も
禁
止
き
れ
(
安
全
対
拍
車
線
)
を
脚
購
入
す
る
よ
う
佃
相
談
者
に
申
し
入
れ
…
綴
郊
が
為
げ
て
日
射
も
強
〈
気
滋
も
か
ん
家
内
務
総
は
、
一
度
に
ど
っ
と
一
紀
念
し
て
市
民
会
館
で
、
地
域
緩
由
民
幾
々
、
ま
た
人
生
な
か
ば
て
戦
犯
や
続
出
凡

で

い

字

句

引

引

官

に

ご

き

て

き

た

。

一

勉

に

あ

が

る

こ

れ

か

ら

丹

季

節

は

、

サ

か

ん

2
2、ま
た
、
五
七
十
郷
土
手
こ
町
年
輪

L撃
事

れ

さ

れ

た

華

や

肉

親

義

つ

ま

そ

ネ
裂
な
子
犬
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
淡

j
i
l
l
iい
そ
こ
で
業
者
に
符
し
‘
ク
リ
ー
ン
グ
一
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
、
経
リ
ン
ザ
六
兆
か
い
だ
け
で
な
〈
妥
協
主
ゃ
か
ら
，
ま
ん
べ
…
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
は
主
令
指
然
し
て
き
{
文
化
に
逃
絡
が
何
怖
い
小
々
々
が

経
、
去
勢
手
前
期
を
し
て
く
だ
岱
勺
経
年
つ
ゆ
ど
き
は
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
オ
フ
制
度
を
説
明
し
脚
締
約
江
必
ず
る
一
ど
う
、
梅
干
花
設
な
ど
の
花
木
が
殺
事
ん
な
〈
鉢
土
に
本
を
注
事
‘
鉢
畿
の
孔
一
十
間
同
年
を
む
か
え
ま
し
た
が
、
そ
の
紀
鵜
土
や
家
め
い
狩
ワ
、
本
と
し
て
駅
間
年
火

舗
犬
に
は
、
し
つ
け
が
必
一
擦
で
す
G

ゃ
、
即
時
外
転
洛
棋
品
叫
が
多
批
判
~
し
辛
す
a

ょ
う
要
綴
し
た
と
こ
ろ
後
民
恋
愛
が
一
の
た
め
の
花
響
分
化
織
を
滋
え
る
大
切
か
ら
水
が
流
れ
出
る
ま
で
か
ん
本
し
ま
一
念
行
事
を
た
ん
な
る
い
料
脇
市
ハ
ソ
行
事
に
終
拐
に
依
存
さ
れ
マ
き
れ
に
も
め
を
、
ぞ
れ
わ

。
犬
の
ぞ
い
綴
い
方
ス
ワ
ゾ
ブ
霊
長
ぐ
に
は
、
適
正
霊
童
を
暴
滋
れ
義
綴
雲
/
余
舎
市
苦
を
皇
巡
で
し
、
雲
一

Zな喜
熔
雪
で
、
乾
か
七L
警

る

fと
差
の
乏
つ
す
て6

一
一
包
ら
句
せ
芝
る
こ
と
な
?
〈
、
滋
雲
去
の
芸
殺
孫
子

Zの
の

2h々為的
U

ぷ長}必鮮掛慾誉品雪と毒淡手Tカ2J4を得?イて、諌諌罰列

.
食
物
(
ゐ
殺
純
べ
拙
銭
哨
し
凶
拭M
そ的?み

ず
、
す
ぐ
hにい附取哨り品徐体
k

主きぷ8、¥、品支且申器帯言同は凶いつ例例均え山ぱM
、時叩滋謹一波褒閥渋〈
Oリ
J
で
走
実
戸
付
守
可
す
す
る
嶋
鴇
哨
〈
ク
i
"ワツ
Lン
グ
オ
フ
制
制
度
仁
つ
い
て
v
一
銭
円
抑
制
水
や
絡
に
絵
絡
に
一
番
多
い
争
徐
州
制
す
る
時
は
、
か
ん
本
町
要
領
を
一
滋
争
中
市
左
前
災
然
活
を
み
つ
め
蕊
し
、
山
務
総
セ
ン
タ
ー
の
遜
去
五
年
災
い
い
わ

も

ゆ

例

刷

聞

に

)

合

約

一

六

U
μ
)

を
漂
う
こ
と
が
大
切
で
叫
閉
山
間
援
刊
で
の
分
割
前
一
購
入
の
終
約
は
一
本
M
W
れ
に
よ
る
炎
}
践
を
し
な
い
よ
う
に
災
拍
子
ν

な
が
ら
、
よ
く
説
明
し
て
た
的
…
納
付
紫
色
主
主
ょ
う
と
い
う
意
向
附
の
も
と
ト
い
る
勾
自
主
調
査
で
即
諾
さ
れ
時
一
問
機

本
円
い
つ
も
清
潔
な
子
宮
、
一
昨
丘
小
九
ま
た
、
ブ
レ

i
品
、
は
、
閉
会
躍
に
か
一
定
的
条
件
の
も
と
で
‘
解
約
す
る
と
一
し
ま
し
ょ
う
6

L

り
が
き
に
し
ま
す

3

7

ぃ
、
方
代
か
ら
夜
代
に
わ
た
る
6

…
況
の
議
め
ん
々
と
円
相
T
M
内
総
船
に
縦
一
昨
ゆ
り

間

出

は

号

変

え

ま

し

ょ

う

)

け

ま

し

ょ

う

。

と

が

で

き

ま

す

B

そ
の
際
、
間
賠
償
金
時
、
一

b
H
V

込

式

、

‘

‘

コ

一

ム

断

言

一

玄

室

d

聞
き
れ
、
時
代
撃
と
ら
れ
出
品
さ
れ
て
い
ま
寸
し
そ
め
立
山
脈

夫

会

〈

時

々

犬

雲

中

高

講

義

警

が

費

や

す

く

な

り

与

の

ぞ

違

約

金

な

ν

ミ
3
5
2一
信

く

を

カ

尾

一

し

て

は

こ

れ

ま

で

に

な

い

護

的

画

期

で

室

長

g
p
g

し
ま
し
ょ
う

)

2

で

的

支

漁

民

会

会

事

せ

ん

E

一

1
1鹿
本
や
盆
栽
の
か
ん
水

i
i
一
的
な
歴
史
疑
心
な
っ
芝
い
ま
す
ひ
ま
ン

j
重
工
市
民
研
究
者

率

雪

雲

壁

一

言

、

警

に

き

行

っ

て

く

だ

き

い

。

し

か

し

、

3
し

た

襲

名

手

一

か

え

苦
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3了包公翻{廿主主"遊んでいなとこ
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5こは議空襲幾重量ガ入つむいなとの壌

で大霊安売話器留され、 ミチごち遂にお事し

としてお金をくだ更さいましだ。
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主主祭ぎの滋燃は絞りま耳ro1プヨ事務
ゐく主ささい。主主J吾、白岩貴重誌はどを

結成してい絃い主主主主!こっ穫を表して
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ておりさますのでご利紛ください。
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